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京都市生物多様性プランに基づくリーディング事業の取組状況等について 

 

 平成２６年３月に策定した「京都市生物多様性プラン～生きもの・文化豊かな京都

を未来へ～」（以下「プラン」という。）に基づき実施してきた取組の進捗状況につい

て，平成２７年度以降に実施したリーディング事業を中心に報告する。 

 

１ 生きものの生息環境の保全 

 ⑴ 京の生きもの・文化協働再生プロジェクト認定制度 

   京都の祭りや文化を支えてきた生きものの保全・再生のため，活動していただ

く団体の取組を認定し，必要に応じて技術的な支援のための専門家を派遣する

「京の生きもの・文化協働再生プロジェクト認定制度」を創設し，推進している。

創設以降，１１件のプロジェクトを認定している（平成２８年５月末現在）。 

認定 

番号 
プロジェクト推進者 取組内容 認定年度 

1 京都水族館 
チマキザサ及びフタバア

オイを取り入れた展示 
平成 26年度 

2 日新電機株式会社 
生物多様性に配慮した緑

地の新設・整備 
平成 26年度 

3 
特定非営利活動法人 

ＫＥＳ環境機構 

フタバアオイ及びフジバ

カマの保全（96事業所） 
平成 26年度 

4 株式会社京都放送 
自社敷地内で育てた原種

のフジバカマの展示等 
平成 26年度 

5 株式会社洛西ガーデン 
自社敷地内の農園でのフ

タバアオイの保全 
平成 26年度 

6 
特定非営利活動法人 

伏見クラブ 

集合住宅内の緑地でのフ

タバアオイ等の保全 
平成 26年度 

7 株式会社松栄堂 
希少植物の育成・保護及び

当該植物の店頭公開 
平成 26年度 

8 松尾学区自治連合会 
自治連合会管理の公園で

のフタバアオイの保全 
平成 27年度 

9 
三菱自動車工業株式会社 

パワートレイン製作所 

自社敷地内でのフタバア

オイ等の保全 
平成 27年度 

10 
特定非営利活動法人 

ＫＥＳ環境機構 

ヒオウギ及びキクタニギ

クの保全（35事業所） 
平成 27年度 

11 桃山地域女性会 
女性会員によるフタバア

オイの育成 
平成 27年度 

 

 

 

別添 
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２ 理解し行動する市民の支援～人づくり～ 

 ⑴ 京の生きものホットスポット調査 

市内の生物多様性保全上重要な場所（ホットスポット）において，活動団体等

と連携し，生きものの生息状況のモニタリング調査を行っている。この調査に加

え，市内の大学（京都精華大学，京都学園大学）と連携し，大学キャンパス内の

緑地などに生息する生きものの調査を大学生の協力を得て実施している。 
 

⑵ 親子生きもの探偵団 

  京都市の生物多様性の保全に向けた行動の必要性を理解していただくための

環境教育・普及啓発の一環として，親子を対象にした自然観察会「親子いきもの

探偵団」を開催している。これまでに１０回開催し，延べ３８１名が参加してい

る。 

  平成２８年度は，５月に開催した平安神宮を含め，計６回の開催を予定してい

る。 

 ア 平成２６年度開催実績 計３回開催，１０６名参加 

 イ 平成２７年度開催実績 

 場所 参加者数 

第１回 京都水族館 ４７名 

第２回 京都御苑 ３９名 

第３回 洛西ニュータウン（小畑川，洛西竹林公園） ３７名 

第４回 京都市動物園 ３８名 

第５回 桂川河川敷 ４０名 

第６回 梅小路公園いのちの森 ３１名 

 ウ 平成２８年度開催実績（予定も含む） 

 場所 参加者数 

第１回 平安神宮 ４３名 

第２回 渉成園（７月２８日開催予定） － 

第３回 梅小路公園いのちの森（８月４日開催予定） － 

第４回 京都府立植物園（８月１８日開催予定） － 

第５,６回 未定 － 
 

 

平成２７年度 第６回 「梅小路公園いのちの森」 平成２８年度 第１回 「平安神宮」 
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⑶ 地域生きもの探偵団 

生物多様性の大切さや豊かな地域の魅力を学ぶことを目的として，市内の小学

校・児童館が授業等で実施する生きものの観察に，本市が専門家を派遣し，児童

が多様な生きものたちのつながり等について学ぶことができる「地域生きもの探

偵団」を実施している。これまでに６回開催し，延べ２７８名の児童が参加して

いる。 

平成２８年度は，実施校を公募により選考し，計５回の開催を予定している。 

ア 平成２７年度開催実績 

 場所 参加児童数 

第１回（上賀茂小学校編） 上賀茂神社 ならの小川 ８２名 

第２回※（下京渉成小学校編） 東本願寺 渉成園 ３６名※ 

第３回（境谷小学校編） 大蛇ヶ池公園 ４２名 

第４回（境谷小学校編） 小畑川 ３７名 

第５回（池田小学校編） 山科川 ４５名 

 ※第２回の下京渉成小学校は計２回開催しており，各回に３６名参加している。 

 

⑷ フィールドビンゴｉｎ京都市立動物園 

  平成２８年度の新規事業として，親子を対象にしたイベント「フィールドビン

ゴｉｎ京都市動物園」を，国際生物多様性の日（５月２２日）に合わせて開催し

た。本件は，京都市動物園との連携事業であり，京都市動物園の京都の森等にお

いて，ビンゴシートに記載された内容に当てはまる生きものを探しだし，ビンゴ

を完成させる自然体験型イベントである。当日は３０名が参加した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ザリガニ釣りの様子 虫めがねで観察している様子 
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⑸ 生きものみっけラリー 

  平成２８年度の新規事業として，親子を対象にしたイベント「生きものみっけ

ラリー」を開催した。本件は，京都水族館との連携事業であり，京都水族館及び

梅小路公園いのちの森を会場に，参加者自らが生きものを探し，発見してクイズ

に答えながらラリーを実施する体験型イベントである。２日間で３回開催し，計

９１名が参加した。 
 

 

 

⑹ まちかど生きもの観察記 

  平成２７年度は，子供たちが本市の豊かな自然に触れ，生きもののつながりの

大切さなどについて理解を深められるよう，身近なまちかどで発見した生きもの

の情報を作品にした「まちかど生きもの観察記」を新たに募集し，個人の部は９

２点，団体の部は２９点の作品の応募をいただいた。その中から，特に優れた作

品１９点を表彰し，ゼスト御池で入賞作品の展示を行った。 

  この「まちかど生きもの観察記」は，従前の「まちかどいきものマップ」を発

展させ，募集作品の種類を拡充し応募者がより自由な作品作りに取り組めるよう

にしたものである。  

  平成２８年度も引き続き募集し，表彰・展示する予定である（募集期間：平成

２８年７月１日～１１月３０日）。 
 

 

 

 

 

最優秀作品 

（個人の部） 

最優秀作品 

（団体の部） 

入賞作品展示の様子 

クイズに答える参加者 講師からの解説 
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⑺ 京都生きもの１００選 

生物多様性に触れる機会が増え，さらには保全活動への参加につながるよう，

市内の身近な自然に関する情報を，①生きものやその生息・生育場所，②生息環

境保全の取組，③観光や伝統文化を支える生物多様性の情報の３つの区分に分け

て「京都生きもの１００選」として取りまとめ，生物多様性専用ホームページ「京・

生きものミュージアム」等で紹介している。 
 

 

 

⑻ 普及啓発活動 

 ア 啓発イベントの開催 

市民や事業者等との共汗により，生物多様性保全活動の輪が広がることを目

的に，京都市生物多様性セミナーを開催した。平成２８年度も開催予定である。 
 

  

  
 イ 市内図書館における生物多様性コーナーの設置 

   市民の皆様に生物多様性について理解を深めていただくため，環境月間であ

る６月に，市内の各図書館において，生物多様性の関連蔵書を集めた特設コー

ナーを設置している。 
 

 

深  泥  池 カヤネズミの保護活動（桂川） 京 都 御 苑 

平成 28年 1月 15日開催（キャンパスプラザ京都，113名参加） 

中央図書館 右京中央図書館 
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 ウ 「楽祭ｉｎらくさい」でのブース出展 

   毎年秋に洛西ニュータウンで開催される「楽祭ｉｎらくさい」に本市も参画

し，生物多様性に関するパネル展示や動画の再生を通じて，生物多様性保全に

ついて普及啓発を行っている。 

 

⑼ 普及啓発冊子の発行 

  平成２７年度は以下のア～エの４種類を発行した。イ～エについては，引き続

き平成２８年度版を発行する予定である。 

 ア まんが読本「考えてみよう！私たちと生き物とのかかわり」（Ａ５版） 

                         （平成２７年５月発行） 

  イ 「京（みやこ）の生きもの発見ガイド」（Ａ５版）（平成２７年７月発行） 

  ウ 「京都の社寺と生物多様性 第一号」（Ａ４版）（平成２７年１２月発行） 

  エ 「未来へつなごう！京都の生物多様性」（Ａ５版）（平成２８年３月発行） 
  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 街中で見られる

生きものが持つ興

味深い特徴など，

市内で見られる多

種多様な生きもの

の生態を紹介して

います 

 京都ならではの

自然環境を形づく

る重要な要素であ

る，社寺林や庭園

の多様な生きもの

を紹介していま

す。 

 児童自らが，生

きもののつながり

の大切さや，京都

らしさを支える豊

かな自然などにつ

いて考えることが

出来る内容となっ

ている。 

 プランに掲げる

リーディング事業

を中心に，本市が

これまで推進して

きた取組等を紹介

しています。 
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３ 活動を促す仕組みとネットワークの構築～ネットワークづくり～ 

⑴ 京・生きものミュージアム～京都市生物多様性総合情報サイト～（平成２６年

１０月開設） 

生物多様性に関する様々な情報を収集・発信するとともに，市民，活動団体，

事業者など多様な参加者を結び付ける役割を担う生物多様性専用ホームページ

「京・生きものミュージアム～京都市生物多様性総合情報サイト～」を開設し，

活用している。開設以降，２０，４９０回（月平均１，０７８回）の閲覧があり，

２，９１１件の生きもの発見報告が寄せられている（平成２８年５月末現在）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 京都市生物多様性保全活動登録制度 

生物多様性保全活動に参加を希望する市民の皆様と，市民の皆様の協力を希望

する保全活動団体を結び付ける，「京都市生物多様性保全活動登録制度」を創設し，

運用している。登録の受付や制度の運用は，「京・生きものミュージアム」におい

て行っている。 

これまでの登録数は，４４名の個人と１６団体にとどまっており（平成２８年

６月末現在），登録の促進及び本制度の活性化について検討していく必要がある。 

 

別紙１ 平成２８年度生物多様性関連事業一覧 

図 「京・生きものミュージアム」訪問回数（毎月及び月平均） 


